
階段等の種別ごとに設置が可能な開口部等の制限については，次の表のとおりとする。 H28.3
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【凡例】　　○　：　可　　，　　△　：　一部可　，　　×　：　不可

＊８　令第１１２条第１４項第２号に規定する構造の特定防火設備に限る。

＊７　「避難階段に設ける設備用の開口部の取扱い」による。

＊４　令第１１２条第１４項第２号に規定する構造の（特定）防火設備に限る。

階段等における開口部等の制限について

階段等の種別

同上バルコニー等から２ｍ以内の
部分

非常用エレベーターの乗降ロビー
（令第１２９条の１３の３）

＊１　不可ではないが，避難上支障となる恐れがあり，望ましくないので避けること。

＊２　「ガス機器の設置基準及び実務指針」（第8版平成26年版）Ｐ３１４～ による。

＊３　扉内設置形又はパイプシャフト内設置（ＦＦ式）の給湯器に限る。（同上参照）

＊５　法第２条第９号の２ロに規定する防火設備に限る。

＊６　ガス管及び配電管を除く給配水管等のみが設置されているＰＳ等が，階段以外の部分と各階において耐火構造の
　　　床・壁で区画されており，常時施錠状態にある鋼製の戸に限る。

同上階段で階段室型共同住宅の
場合（屋外避難階段の場合も同様）

屋外避難階段（令第１２３条第２項）

同上階段から２ｍ以内の部分

特別避難階段（令第１２３条第３項） 

同上付室又はバルコニー

同上付室又はバルコニーの開口部
から９０ｃｍ以内の部分

同上階段室の外壁の開口部又は
開放部から９０ｃｍ以内の部分

同上階段で階段室型共同住宅の
場合

避難上有効なバルコニー，屋外通路
等（令第１２１条）

屋内避難階段（令第１２３条第１項）

同上階段室の外壁の開口部から
９０ｃｍ以内の部分

排煙窓，
排煙口

直通階段（令第１２０条）

同上階段の正面２ｍの範囲（＊２）
（竪穴区画となる直通階段の場合も
同様）

竪穴区画となる直通階段
（令第１１２条９項，令第１２０条）

居室，住
戸，廊下，
ﾎｰﾙ等の
出入口の

扉

倉庫，便
所，湯沸
室等の出
入口の扉

パイプシャ
フト（ＰＳ）
等の扉

屋内消火
栓等の消
火設備の

設置

給湯器の
設置

換気窓，
換気口

開口部等の種類 
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